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総会を開催するに至った背景

2022/12/4北大より意見書が届く。要望としては以下のいずれかでした。

●  秋インカレ同様に、宿泊斡旋・移動手段の任意化

● モデルイベントに参加及び前日泊を希望しない部員への一泊二日での参加許容

●  上記いずれかの事項を、下記の特殊事情を鑑みて北海道大学オリエンテーリング部、及  び、同程度の事情のある団体への

適用

日本学連として、実行委員会・日本旅行さんと協議し、今後の対応策について話し合っ

た。また、こちらの話は日本学連が主管するインカレに関わる話であるため、各大学に

も説明する機会が必要であると考え、総会を開催するに至った。



従来の斡旋について

・3/10（金）モデルイベント・開会式　3/11（土）インカレミドル　3/12（日）インカレリレー

・原則として、選手は実行委員会が指定した宿泊施設に宿泊することが必須（3/10の夜

及び3/11の夜）

※例外的に不泊申請が認められれば、宿泊せずにインカレに参加することも可能

詳しくはこちらの資料を参照

・宿泊費、輸送費合わせて3万2千円

・参加費及び輸送費は参加日数に関わらず同額である。

・部分参加は前泊できるならしても問題ない。



結論

「今年度については、従来通り宿泊斡旋を行う」

（意見書を送っていただいた北海道大学の主将さんとも協議し、こちらにつ

いてご納得していただけました。）



ご納得いただけた理由について

①時期的に今からの抜本的な変更が難しいこと（大きく変更するとインカレ自体に大きな
ミスが出る恐れがある。すでに宿が手配済みである。）

②モデルイベントの参加は自由であるため、北大の宿泊日数を想定より減らすことが可
能

③金曜宿泊することによって、土曜の宿泊を多少安くしてもらえる

④宿確保による地元渉外における優位性が損なわれる

⑤学生参加者全員分の駐車場を確保できない

⑥世の中の流れ（安価な合宿宿の衰退、コロナで部屋いっぱいに泊められないこと、バス
代の高騰）



春インカレと秋インカレの違い

◎なぜ秋は斡旋がないのに、春は斡旋があるのか

もともと秋インカレは単日開催であった。ただ、春は2日間開催であり、大人数の複数日

の宿確保が困難であったため斡旋する形となった。



最後に

今年度については、従来通り斡旋を行うという形になりましたが、各方面で春インカレに

かかるお金が高すぎる、という意見は耳にしております。日本学連としても、高額な参加

費のためにインカレ参加をやむなく断念する学生がいるのは本意ではありません。

今回、従来通りの対応となった一番の要因は、申込が始まった後の対応となったことに

よる時間的制約であり、前々から議論を進めていればまた別の結論となった可能性も十

分あります。

そのため、来年度の春インカレでは、斡旋を取りやめることやモデルイベントを行わない

ことも含めて検討したいと思いますので、各校にて要望がございましたら、日本学連

（uofjec@gmail.com）までお寄せください。



2022 年 12 月 4 日 

北海道大学オリエンテーリング部 

2022 年度日本学生オリエンテーリング選手権大会実行委員会様 

 

春インカレの宿泊斡旋に関する意見 

 

北海道大学オリエンテーリング部として、以下の通り意見を提出する 

 

記 

 

春インカレにおける参加日程の自由化及び宿泊斡旋の強制の見直しまたは特例措置の追加

の要求 

 

見直し・特例措置の案 

1 秋インカレ同様に、宿泊斡旋・移動手段の任意化 

2 モデルイベントに参加及び前日泊を希望しない部員への一泊二日での参加許容 

3 上記いずれかの事項を、下記の特殊事情を鑑みて北海道大学オリエンテーリング部、及

び、同程度の事情のある団体への適用 

 

要求の背景 

 北海道大学オリエンテーリング部は、北海道に拠点を置く組織であり、主に札幌市内に在

住する部員で構成される。 

 インカレなどの本州での大会参加に際し、飛行機の利用及び、空港付近での前後泊、飛行

場からの移動が必須となる。そのため、大会参加に要する費用としては、参加費に加えて 4

万円程度が必要となる。 

 さらに、期間としても、大会の日程に加えて 2 日間が必要となる。 

 そのため、現状の春インカレの制度では、今回のように 3 万 2 千円の宿泊・移動費、約 9

千円の参加費・カードレンタル費がかかる場合、8 万円以上の費用と 5 日間の期間が参加に

際して必要となる。 

 特に高額な宿泊斡旋・交通費については、学生にとって過大な負担であり、当部としては

許容しかねる。インカレは学生のための大会であり、北海道の一般的な学生でも参加出来る

よう、上記の措置を求める。 

以上 


